
哲
學
研
究
　
　
箪
八
號

㎜
事
が
出
來
な
か
つ
だ
の
で
あ
る
か
、
シ
ヤ
・
攻
ブ
は
あ

　
　
疑
難
に
答
へ
、
徳
不
徳
な
く
ん
ば
如
何
な
る
當
二
曹
単
三

　
　
す
る
こ
と
能
は
ぎ
る
と
嗣
疇
に
、
當
膿
な
く
ん
ば
徳
不
徳

　
　
の
所
依
も
亦
そ
の
存
す
る
厨
な
し
、
畢
覧
是
の
加
川
き
論
議

　
　
は
論
者
を
し
て
思
惟
の
二
律
背
反
に
誘
致
せ
し
む
る
に
過

　
　
ぎ
ず
と
し
て
居
る
、
彼
れ
の
學
説
上
亦
止
む
を
得
な
い
結

　
　
果
で
あ
ら
う
。
こ
れ
に
依
て
我
々
は
現
象
界
を
實
有
と
見

　
　
る
潮
合
に
於
て
、
そ
の
開
關
に
摩
す
る
議
論
は
、
究
黒
帯

　
　
理
上
の
の
8
φ
毫
戯
に
脇
ら
ぎ
る
を
得
な
い
と
い
ふ
の
が

　
　
彼
れ
の
主
張
で
あ
る
事
を
知
る
の
で
あ
る
、
、
實
際
彼
れ
に

　
　
依
れ
ば
、
所
謂
實
有
の
世
界
は
無
始
の
劫
初
か
ら
存
し
、

　
　
そ
の
劫
初
の
如
何
は
途
に
我
々
入
間
言
語
思
惟
の
域
外
に

　
　
あ
う
と
な
す
の
で
あ
る
。
　
“

　
　
　
術
、
彼
れ
の
撰
謂
根
本
無
智
論
、
時
聞
塞
問
に
思
す
る

　
　
論
議
、
そ
の
他
鼠
ハ
智
論
に
關
聯
し
て
紹
介
す
べ
き
事
項
多

　
　
々
あ
る
竜
、
ご
覧
に
之
等
を
割
愛
す
る
。
（
○
馬
・
岡
養
N
Φ
ゴ

　
　
謬
鋳
嘗
臨
δ
d
σ
q
ぎ
℃
話
ぼ
ポ
撮
釦
摺
δ
獣
纂
醤
β
μ
）

彙

報
一
二
陽

　
　
　
　
京
都
三
一
愈
駅
季
大
略

十
海
十
塀
日
（
土
）
、
　
午
後
一
時
よ
り
法
科
大
回
大
講
壁
に
於
て
開
催
。
松
本

敏
授
の
開
會
の
僻
…
に
次
い
で
左
の
如
き
講
演
が
あ
っ
た
。

　
○
就
倉
學
的
認
識
論
　
　
京
芝
葺
文
科
紅
唇
講
師
　
米
田
庄
太
郎
氏

　
○
探
究
力
能
心
度
と
安
立
の
腿
劇
謹
脚

　
　
　
　
　
　
　
東
京
選
科
大
弓
教
授
二
二
博
士
　
姉
崎
正
治
氏

右
講
演
鋒
ア
後
輪
き
寒
き
隊
撃
生
集
介
一
二
に
於
て
、
姉
難
曲
剛
士
の
歎
迎
を
繁
ね

京
郡
哲
學
愈
秋
季
大
熱
晩
餐
曾
が
催
さ
れ
た
。
閃
に
雨
氏
灘
演
の
内
容
は
蓮

っ
て
本
誌
に
載
ぜ
ら
る
エ
筈
で
あ
る
か
ら
此
露
に
は
略
す
。

　
　
　
　
心
理
畢
回
書
愈

新
鵠
㍑
朝
の
聯
門
三
助
蜘
杁
授
の
温
似
迎
、
轟
八
槻
講
師
の
逡
三
等
を
蕪
ね
、
十
H
月
七
段

午
後
四
時
よ
り
、
心
理
遷
幸
瞼
揚
内
題
饗
室
に
於
て
例
禽
開
催
、
野
上
助
教

授
の
『
駄
栄
心
理
學
賓
験
…
揚
競
泳
談
』
あ
り
。
習
い
て
大
町
本
部
縷
上
に
晩
餐

會
を
開
逡
九
時
談
笑
裡
に
散
會
し
た
。

薪
著
紹
介

　
　
　
　
寮
数
回
人
生
　
　
　
　
　
差
足
理
一
郎
藩

本
書
は
潜
者
が
年
を
累
ね
て
『
蹄
醐
人
』
誌
上
に
寄
せ
た
宗
卿
訟
繭
や
鮭
會
批

評
を
輯
め
て
一
巻
と
爲
し
た
竜
の
、
其
流
暢
な
筆
に
現
は
れ
た
意
見
や
感
惣

邑


